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世界天文年 2009 では、天文年の趣旨に賛同し一般市民を対象として開催されるイベント

を募集して公認する枠組みを設けています。2009 年中に開催される天文・宇宙関連の行事

は、ぜひ公認イベントとして申請を行ってください。

ステップ１　公認イベントに該当するかどうかを考える
　公認イベント申請を行うには、以下の条件があります。

世界天文年 2009 の趣旨を理解し、それに賛同する企画であること 1. 

2009 年 12 月末日までに開催される、天文・宇宙に関する企画であること 2. 

広く一般市民を対象とした企画であること3. 

原則として日本国内で開催される企画であること 4. 

　なお、公認イベントについては、終了後簡単な報告書を提出していただきます。 

　公認イベントとなる対象は、改めて「世界天文年 2009」にちなんで企画されるものだけではあ

りません。通常の天体観察会など、世界天文年 2009 の趣旨に合致していれば、ぜひ申請をお願い

します。

　また、申請できるのは施設や研究機関に限りません。天文同好会のみなさん、あるいは個人でも、

地域で行われる天体観望会などを、世界天文年 2009 の公認イベントにすることが可能なのです。

　ぜひ積極的に申請してください。各地でイベントを盛り上げていきましょう。

ステップ２　申請する
　以下の手順で公認イベントの申請を行います。

イベントの内容などを、世界天文年 2009 ホームページ上の「公認イベント申請フォーム」1. 

を利用して日本委員会に申請をします。

回答までに 2 ～ 3 週間程度を要することがあります。場合により、企画の詳細をお伺いす2. 

ることがあります。

ステップ３　公認イベントの特典を活かす
　世界天文年 2009 の公認イベントとして、どのようなメリットがあるのでしょうか。具体的には、

以下のようなことが可能となります。

公式ロゴマークを広報物、ホームページ1. 

等に使用することができます。（使用にあ

たっては、ガイドラインをよくお読みく

ださい） 

イベント名に、「世界天文年 2009 日本委2. 

員会公認イベント」と冠することができ

ます。

世界天文年 2009 日本委員会の後援名義を3. 

使用することができます。その際は、「後

援：世界天文年 2009 日本委員会」（ある

いは「世界天文年 2009 日本委員会後援」）

としてください。

　地域で星や宇宙に親しむイベントとして、

また世界天文年 2009 公認イベントであると

して地元メディアなどで宣伝すれば、大きな

関心を持って取り上げてくれる可能性も高く

なります。広報宣伝が効果的であれば、より

多くの方が参加するきっかけとなり、また、

地域で理解を得やすくなることもあるでしょ

う。公認イベントとして登録されると、世界

天文年のホームページでも紹介されます。

ステップ４　活動の報告をする
　公認イベントを実施したら、一件ごとに事

務局に簡単な報告書を提出していただきます

（様式は 2009 年 1 月現在準備中です）。報告

書には、公認イベントの参加人数などを記入

します。成功したポイントや反省点など、活

動を振り返っておけば、次のイベント企画の

参考にもなることでしょう。

イベントを世界天文年公認にするには？2 - 3

２－３執筆／世界天文年 2009 日本委員会事務局

世界天文年 2009 ホームページからたどる公認イベント申請時

に記入するフォーム。必要事項を入力して送信してください。


